第３２回第６部会（文化スポーツ教育）概要
日時　平成22年４月15日(木)　午後６時００分～

場所　市役所　２階　第４会議室
出席者　平田、前野、合田、片岡、竹原
◇運営委員会の報告　　　　　　　　　　

　見直し委員会報告　
組織の見直し案として、部会と全体会議を廃止し総括Ｇ、活動Ｇの2部制の導入を検討。

今後はまちづくり基本条例28条を再確認しその条文にそった活動を行いたい。資料別紙
28条に規定する自治推進員会設置の目的は、市民生活に関わるあらゆる問題について市民と行政が協働して解決、改善を進める為にお互いにその問題点を協議し解決の糸口を見つける為の組織である。　　

◇ときめき大学・婦人短期大学について

　4月13日教育委員会社会教育グループと面談。

　　　主幹以下6名出席
　　　今後の検討方針について

　　　社会教育Ｇとして一部自主的運営による学習を模索。北海道カレッジ方式の採用も視野にいれ検討を始めている。目途として平成23年度と考えている。

市内各団体等の活動についての検証を含めた学習カリキュラムの採用等
受講者は減少傾向。特に受講料制度導入後顕著。受益者負担の考え方に違和感。

6部会における今後の対応について相互の情報交換、協議等を行いつつ、市民ニーズに合致した生涯学習の手段として検討を続けたい。

◇学校教育について

前回の6部会で話題に上がった学校教育についての対応は、当面生徒児童の父兄、ＰＴＡの活動実態についての把握を行いたい。学校教育についての問題指摘については様々な事項が話題として流れているが、それが市民生活等にどの程度の位置付なのかを見極め取り上げの可否を協議したい。
◇話題提供
4月13日付道新朝刊

今度は保育料の滞納問題。支払い能力があるにもかかわらず滞納する。支払い能力が無くなった保護者には退園処置がなされる。このアンバランスが話題となる。

※次回会議予定　　5月20日（木）今後原則毎月第3木曜日とする
以上

